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京都 の元 開業助産婦 の ライ フス トー リーを通 して見 た

20世 紀 の 日本の助産職の盛 衰

千 葉 陽 子

VicissitudesofJapaneseMidwivesinthe20thCenturyThroughaLifcStory

oCaFormerIndependentMidwifePractitionerinKyoto

YokoCxise

Abstract:[Background]ACtertheSecondWorldWar,birthinginJapanshiftedfrom"athomeby

midwivcs"tc)"inhospitals/clinicsby〔 ♪bslctricians".Ahhc)ughindcpcndcnlmidwifepractitionershad

conductedmostdeliveriesathomebeforetheshift,85.7ｰ/ofthemidwivesinpracticein2004were

workingforhospi[alsandclinics.[Purpose]ToexplorethehistoryofJapanesemidwivesinthelast

century,especiallythebackgroundofthepostwardeclineoCmidwifepractitioners.[MahodsJNon…

structuredindividualinterviewwithaformerindependentmidwifeprac[itionercurrentlylivingin

Kyo[qJapan.[Findings]During[heftrs[postwarbabyboombusypracticingmidwiveswerenot

aware(エfthenursingreformsthatdirect且yaffectedmidwiferypracticeandeducation,andtheyfai且edto

developtheirsuccessors.Inaddition,familyplanning,whichwaspromotedbymidwivesafterthe

war,hadironicallygeneratedapreferenceforsmallerfamilysizeandsaferdeliverya[medical

institution=.ThisresultedinadropinthenumberoCdients&)rindependentmidwivesandacce且erated

[hemedicalizationandinstitutionalizationoCchildbirth.Evenwiththedecliningbirthrate,current

socicrystillneedsmidwives,andthcpostwarcxpcricnccshouldalcrltodaゾsmidwivestobesensitivem

relevantissues[hatinftueucetheirfuture.

Keywords:Midwife(midwives),Independentmidwifepractitioucrs,The21stcentury,LicesLOry

interview,Thepostwardecline(ofindependentmidwifepractitioners)

は じ め に

第二次世 界大戦後,我 が国で は出生数や合計特殊出

生率,妊 産婦 ・乳児死亡率等が低下 し,こ れ に伴い出

産介助者 や場所が 「助産婦 に よる自宅出産」か ら 「医

師 による病 院出産」へ と移行 した(図1)卜4胞 。かつ

ては開業助産婦が ほ とん どの 出産 を介助 していたが,

出 産の医療化 ・施設化 に伴い,平 成16(2004)年 には

就業助産 師の85.7%が 病 院 ・診療所で勤務す るように

な った5〕。 こ うして助産師 を取 り巻 く状況 が激 変 した

中,ラ イフス トー リー ・イ ンタビュー等の質的研 究方

法 により開業助産婦の活躍の軌跡 を把握 し,後 世 に伝

え る試 みが あるt.J:他。 これ らの先 行研究 による と,

出 産の医療化 ・施設化以前の助産婦 は妊産婦やその家

族 ・地域社会 との繋が りが深 く,尊 敬 され,誇 り高 く

京 都 大 学 大 学 院 医 学 研 究 科 人 間 健 康 科 学 系 専 攻

〒6〔16-H:,〔17京 都Il左 京 区 聖 護 院 川 原 町:,3

HumanHcal[hSucnccs,GraduatcSchooloCMcdicinc,Kyoto

University

受 稿 日2〔}07年10月51日

受 理 日z〔}oa年2月6日

働いていたが,助 産婦の衰退期についてはあまり語ら

れていない。そこで今回,京 都市内で開業助産婦とし

て活躍 し助産所閉所や診療所勤務の後に引退 された方

へのインタビューを通 して,開 業助産婦衰退期 も含め

た活動の軌跡 を捉え,20世 紀の助産婦の盛衰の背景を

再考察 し,現 代への示唆 を得 ることを目的に研究 を

行 った。

方 法

1.研 究 対象者

京 都 市内 在住 の元 開業 助産婦,宮 村厚 子氏,H7歳

(以下,厚 子 さんとす る)。

2.研 究 期間 および方法

研究期 間は平成is年6月 ～平成20年1月 で,厚 ・予さ

んへ の非構成 的個別 イ ンタビューを行 った。厚子 さん

の母 ・志 げ乃 さん(故 人)も 助産婦であ ったため,母

親 について も問 うた。 イ ンタビューは厚子 さんの都合

の よい 日に ご自宅 で行 い,内 容 を録音 しメモ に留めた

後,逐 語録 として タイプ打 ち し,こ れ を時系列 に沿 っ

て編 集 した。本研究 の ような質的研究法 に対 しては,
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f924z一 力`レット・サンカ'一繁 目

192日 本産竪 会粘 成

1974-1905第 二 次世界 大戦 ・1942妊 産 婦手 帳規 定公布

1947民 法 改正 ・労働基 準法 ・19娼 保助暑法 ・優 生保腫 法

1曾47-49箪1次 ペピー7」一ム

1馴9保 助雪 学校 養 成所指 定規 則

1助 産修 業年 限旭 …・看 瞳婦 国試畳屡 畳格保 持者}

1951サ ンフランシスコ講和 金議 昌助 産婦敦 育修 粟年限囲

195`e講 和条約 発効 ・愛胎 調節指 導員 露定 講習朋 始

1985皿 亭保健 法

1966ひ の えうま〔合計特 殊出 生串1.58〕

1970世 界万 国博 覧会〔大阪,,1971-74第2次 へ『ヒ『一フ『一ム

1972動 労蝿 人橿祉 法1蝿 女雇用 樋会 均等 法の前 身♪

1999男 女雇 用機会 均等 濫改正 ・低用 量ビル 承紐

zooc児 童 虐待肪止 法

zoai「 保助 看法 の一部 改正」公 布により助産婦 属助 産師

ドfx〒で7,∫L'材レン凝D鴇 防止 置

012305

舎計r噸奉出生軍'文 献4),11),12)を 参考に軍者 作図

図1宮 村 母 子 の ラ イ フス トー リー と時代 背 景 ・母 子 保 健 関 連 指 標

量 的研究法 より信頼性や妥当性が乏 しい との批判 もあ

るが,サ ンプル数や記述の厚みが異 なる両手法の比較

は難 しい。 ライ フス トー リー研究で は,調 査過程 を透

明 にし,語 りに対す る語 り手 自身の内的一貫性 を高め

る こ とで,こ う した批判 に応 える廟 。今 回 は,厚 子

さんの内的一貫性 を高め るべ く,ご 自身の経験 や語 り

と研究者による記述が.致 しているかを確認 して頂 く

作業 を4回 行った。

尚,平 成13年12月 公布の 「保健婦助産婦看護婦法の
一 部改正」に より助産婦の名称 が師へ変更 したた

めm,本 報では時代に合わせて婦 と師を使い分けた。

3.倫 理 的配慮
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厚子 さんには事前 に研究n的,方 法,イ ンタビュー

内容 の本研究へ の使用限定等 を説明 し,了 承 を得てか

らインタビュー を開始 した。草稿完成後,記 述内容 を

厚子 さんに確認 して頂 き,同 意 を得て投稿 した。

結 果

1.宮 村 助産所

宮村助産所 は京都市南 区にあ り,京 都駅の南側で,

油 小路通九条 一・1'条問に位置 していた。京都市営路面

電 車(市 電)「 九条車庫 前」駅 まで徒 歩約is分 で,か

つては田畑が多 く,民 家が散在 し,蝶 や蛍が飛び交 う

の どか な地域 であ った。現 在 は,阪 神 高速8号 京 都

線 ・油小路線 の開通工事 に伴 って高架道路の建設が進

み,大 型車両が行 き交 う地域で,宮 村助産所があ った

頃の面影 はない。

2.母 の思 い出 と助産所開業

厚子 さんの母 ・志 げ乃 さんは,明 治29(1896>年3

月 に8人 きょうだいの末子 として三重県の農家で出生

した。大正4(1915)年 に19歳 で 大阪の緒方病院産婆

養成所 を卒業後,地 元で結婚 し,そ の後夫 と京都市へ

引 っ越 した。 そ して24歳(大 正9・1920年)で 厚子 さ

ん を,数 年後 に厚子 さんの弟 を出産 した。

京都市産婆組合への登録記録で は,.免 状下附が大正

4(1915)年,産 婆 名簿登録が大正to(1921)年,産

婆 組 合加 入が 大正13(1924)年 で ある。厚 子 さんは

「弟が生 まれた頃 には母は もう開業 していた。」 と記憶

している。最初 の嘱託医 は南区内の産婦 人科医師で,

徒 歩約20分 で往来で きたが,こ の医師が亡 くなった後

は伏見 区の産婦 人科医師 と嘱託契約 を結 び,車 で往 診

して もらった。

志 げ乃 さんは,自 分 自身や仕事 に対 して厳 しい母親

であ った。常 に着物 に帯 を締めて産婦宅 に出向 き,こ

の上 に白の予防衣 を着 て出産介助 を していた。厚子 さ

んの幼少期 には,三 重か ら時 々母方祖母が来て家事 を

手伝 ってお り,厚 子 さんの父親 は勤め に出ていたが,

助 産所 開所 か ら閉所 までの間 「女のす るこ とには一切

[出 ししなかった。」 とい う男性 であった。

3.産 婆 への道

厚子 さんは,高 等女学校卒業後 「お母 さん を手伝 お

うか な。手 に職 をつ け なあ かん。」 と思 い,18歳(昭

和13・1938年)で 京都市医師会付属産婆看護婦学校産

婆科(上 京 区丸太町知恵光院)へ 入学 した。1年[は

講義 中心,2年 目は実習 中心,実 習場所は京都市児童

院(上 京 区千本通竹屋町東入)の 産科で,分 娩介助は

20件 程行 った。厚子 さんは 「九条車庫前」か ら 「丸太

町知恵光 院」 まで市電 を乗 り継 ぎ,洋 服で通学 してい

たが,羽 織袴 で勉強す る学生 もいた。

4.戦 争 中

厚子 さんは昭和15(1940)年 に産婆科 を卒業 し,助

産所 を手伝 い始 めた。助産所で は,妊 婦.健診,出 産介

助(入 院 と自宅),産 褥 入院 産褥家庭 訪問 を行 い,

志 げ乃 さんが助産所 を,厚 子 さんが家庭訪問 を担当 し

た。出産件数 は月20-30程 で,ほ とん ど会陰裂傷 を作

らなか った。分娩費 を払 えない人 もい たが,無 理 に請

求 しなか った。助産所利用者 は徒歩約30分 圏内 に住む

者 が多 か ったが,バ スでの家庭訪問や,車 送迎付で遠

方 に出産介助 に行 くこともあった。

戦争 巾は,昭 和20(1945>年1月16日 の 東山区 ・馬

町空襲 の際 に 「地震 ほ ど家が揺 れた。」 とい う体験 が

あ ったが,京 都 には空襲 もな く食糧不足 に困 った くら

い で,男 性 の 出征後 は妊婦 が 減 り,む しろ緩 や かな

ペースで働 いていた。

5.終 戦後

宮村母子 は,戦 後 のベ ビーブームに伴い超多忙 とな

り,厚 子 さんに よる産婦宅での 出産介助 も増 えた、物

資不足 のため衛生材料や オムッの調達 に困 り,新 聞紙

や浴衣等 の所持 品で代用 した。入院時 に産着 を持参で

きない人 もお り,厚 子 さん らが 自分の浴衣 を解いて産

着 を縫 うこともあった。 この多忙の 中,厚 子 さんは,

京 都大学 で行 われた10日 間の講習 を受 け,保 健婦助産

婦看護婦法(保 助看法)の 規定下で新 しい助産婦免許

(昭和27・L952年 国 家助産婦籍 登録)の 交付 を受 けた。

他 にも,多 くの講習会 に参加 した。

また助産婦が家族計画の推進役 に もな り,京 都府産

婆会 の会.員であった志 げ乃 さんが保健所か ら受け取 っ

た コ ン ドーム を産 後の母 親 に配布 し,熱 心 に指導 し

た。厚子 さんは,母 親 の高齢化 に伴い46歳(昭 和4レ

1966年)で 京都府助産婦会 に入会 した。

6.母 の国内旅行 ・母子 での海外旅行

志 げ乃 さんは,万 博(昭 和/5・1970年)よ り前頃か

ら,厚 子 さんに仕事 を任せ て助産婦仲間 とよ く温泉旅

行 をす る ようになった。多い時 には年 に3-4回,1

週 間 か ら10口 問位 出掛 けるこ ともあ った。

また宮村母子 は,万 博の頃 にハ ワイへ1週 間,ア メ

リカ西海岸 とメキシ コへIOH間 の 旅行 を した。海外旅

行 に出かける と言 うと,皆 に 「嘘 と違 うか?」 と言わ

れ,当 時1ド ル約300円 で あ った。厚子 さんは,「 日本

では入 りとうて も行か れへ ん し!」 と,ロ サ ンゼルス

で初 めてデ ィス コに行 った、「若 い頃は母子で旅 行 し

た事 なんて1回 もなか った し,ご 褒美 に行 った。」 と

言 うことであった。

7.助 産所閉所

病 院 出産の増加 につ いて厚子 さんは,「 万博前 か ら

みな段 々病 院行 かはる ようになった。病院の方が安全

や言 うこ とにな った んで しょうね。ほ んで,よ うけ

(た くさん)産 婦 人科 も増 えま した さかいね。」 と振 り

返 る。万博 の年 は厚子 さん5〔}歳,志 げ乃 さん74歳 で,

厚 子 さんには後継者がい なか ったため,1人 で助産所
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の経営 を維持拡大 してい くつ もりはなか った。年々出

産件数が減少 し収入 も減 ったが,蓄 えがあ り収入減は

気 にな らなかった。 そ して母の体調不良のため,昭 和

53(1978)年 頃 に宮 村助 産所 を閉め た。厚 子 さん58

歳,志 げ乃 さん82歳 の頃で あった。 閉所 時 は,「 戦 後

は忙 しす ぎて疲 れてた、それ まで は,朝 も晩 も盆 も正

月 もな しで働い てた し,気 楽 になってホ ッと した。」

と感 じた。

8.病 院 でのパ ー ト

厚子 さんは,助 産所 閉所の頃か ら京都市内の産婦人

科診療所 でパ ー ト助産婦 として働 き始めた。医師か ら

「お産の経験 のある人 を世 話 して。」 と聞いていた友達

か ら声が かかったのが きっか けで,厚 子 さんは ここで

約18年 間(平 成s・1996年,76歳 頃 まで)勤 めた。診

療所 では,医 療機器の使い方 を覚 えるのが大変であ っ

た。 「家で働 くの と病 院で働 くの とは違 う し最初 は戸

惑 ったけ ど,お 産 自体 は どこで も一緒や し大丈夫やっ

た。」 とい うことであったが,休 みが 口曜 口 と重 なっ

た時は京都市医師会での講習 に参加 させて もらい,勉

強 にも努 めた。

9.母 の他界

昭和63(1958)年10月,志 げ乃 さんが92歳 で永眠。

この時厚子 さんは,助 産所の器具や記録 を全て処分 し

た。 「ちゃん としとかな残 され た者 が困 る,っ て聞い

てた。誰 も後 にす る者(後 継者)も お らへん し,誰 に

も世 話 にな らんで いい ように全部処分 して ん。」 とい

うことで,イ ンタビュー時宮村助産所 に関す る物で拝

見 で きたのは,志 げ乃 さんの産婆養成所卒業証書 と,

厚 子 さんに戦後交付 され た助産婦免許だけであ った。

開業 助産婦 の娘 には,「 親の こと見 てた ら助産婦 だけ

は しとうない(し た くない)。」 と思 う者が多 く,厚 子

さんの仲 間で も後継者がい ない ため助産所関連物品 を

全て処分 した人が ほ とん どであ った。

1①.現 在 の厚子 さん

厚子 さんは現在,京 都市南区の宮村助産所跡の 自宅

で独 り暮 らしをされてお り,膝 の調子が少 し悪いがお

元 気で,身 辺 の事 は全 て 自分で されてい る。「もう組

合辞 めてか ら10年 近 うなる。南区の知 った人は皆亡 く

な った。」 と,助 産婦 仲 間の他界 を寂 しが って お られ

たが,イ ンタビューの最後 に 「人 に 「世話 になった。』

言 うて喜 んで もろうた。」 と助産婦 としての 人生 を笑

顔 で振 り返 られた。

考 察

1.宮 村助産所開所から繁忙期

明治32(1899)年 の産婆規則の公布以降全国的に産

婆の法制化が進む中,志 げ乃 さんは専門教育を受けて

職業 をもつ機会に恵 まれた先進的な女性であった。厚

子 さんの記憶 より,明 治生 まれの産婆の凛 とした姿が

うかがえた。産婆養成所卒業 ・免状下附,結 婚,第 一

子出産,産 婆名簿登録,産 婆組合加入,第 二子出産と

いう時系列であるが,「 弟が生まれた頃には開業 して

いた。」 という厚子 さんの記憶からも,産 婆組合への

加入(大 正13・1924年,28歳)後 か ら本格的に独立開

業 されたと思われる。産婆名簿登録後独立開業までの

3年 間は,第 一子の子育てをしなが ら熟練産婆の下で

修行されたのか。30歳 前での開業は時期尚早の気 もす

るが,出 産数が多 くてニーズが高 く,そ れまでに独立

できる程の経験を積 まれていたと考えられる。また・丁

ども2人 を抱えての開業で,夫 や親をはじめ,隣 人や

地域の産婆仲間の理解 と協力 も不可欠であった と思わ

れる。

厚子 さんは産婆である母を見て育ち,.母の大変さを

理解 しつつも,そ れ以上に格好 よさ,や りがい,手 に

職 をつけることの重要 さを感 じ取って産婆の道を選ん

だと考えられる。 また洋服を着て市電で通学する姿か

らは,厚 子 さんが誇 り高 き産婆になるという希望に満

ちたモダンな助産学生であったと想像で きる。50歳 頃

のアメリカのディスコでの経験か らも,厚 子さんが仕

事以外の事にも好奇心旺盛なモダンな女性で,明 治生

まれの志げ乃 さんとは違 う雰囲気をお持ちであること

が分かる。

宮村助産所開所から戦後のベ ビーブームに伴う繁忙

期 までの地域母子保健活動は,先 行研究の内容 と大差

はない。 しかし母子2代 に渡って産婆 となり,常 に2

人で助け合えたことが,宮 村助産所の繁盛に繋がった

と思われる。 また空襲の被害を受けずに助産所が戦争

中 も日常的活動を展開 していたこと,市 冠による通

学,産 婆組.合通い,講u会 参加等を通 して,京 都なら

ではの産婆の活動の様子 をうかがい知ることができ

た。

2.宮 村助産所衰退期から閉所

1)終 戦直後の助産制度改革期

産婆は戦前 ・戦中の富国強兵政策や戦後の第.・次ベ

ビーブームのもとで出産を支援 したが,戦 後は家族計

画を普及して望 まない妊娠を予防 した。宮村助産所で

も志げ乃 さんを中心に家族計画指導が行われたが,実

はこの活動が,大 林12)の指摘の ように,少 産志向や

出産における安全の最優先志向を広めて施設分娩の頻

度 を高め,結 果的には開業助産婦衰退に繋がる一要因

となった。

また連合国軍総司令部の指導下で看護教育や資格制

度の改革が行われ,助 産婦は看護教育を基 とした資格

となった。大林はこの頃の助産婦について 「改革に関

する漠然 とした不安はあったが,日 々の生活,出 産介

助 に必要な物資の調達,2日 も3日 も眠 らない といっ

た.多忙な業務,そ して働けど働けど,右 か ら左に吸い

取 られていく酷税にあえいでいるといったのが,一 般

4
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の開業助産婦 の実態 だったよ うであ る13)」 と記述 し

ている。宮村母.了 もこれ と同様,物 資不足の中母・予に

寄 り添 って多忙 を極め てい た。厚子 さんは,産 婆組合

員の母 か ら改革 の情報 を聞い た記憶 もな く,助 産婦 に

起 きていた変化 は把握 してい なか った。身近 な問題 と

して,日 々の生活や仕事,保 助看法の もと新 しい助産

婦免許 の交付 を受 けて助産業務 を継続 してい くことが

最.大の関心事 であった と推測 された。

2)第 二次ベ ビーブーム まで

昭和35(1960)年 に は全 国的 に出生 の41.6%が 病

院 ・診療所,58.4%が 助 産所 ・自宅 ・その他で行われ

ていたが,昭 和45(1970)年 に は85.4%が 病 院 ・診療

所,14.5%が 助 産所 ・自宅 ・その他 とな り}),1960年

代 に病 院 ・診療所.での 出産が台頭 した。万博 前頃か ら

志 げ乃 さんが助産婦仲 間 と温泉旅行 を始めた ことか ら

も,妊 産婦が次 第に医師の方へ行 き,宮 村助産所での

仕事量が減少 して きてい たこ とが分か る。 また宮村母

子 が海外旅行 をした昭和45(1970)年 頃 は,長 期間助

産所 を閉めて も大丈夫 な程利用者が減 っていた と言え

る。

この頃高齢 の助産婦 たちは,仕 事一筋だ った 自分の

人生 を振 り返 り,志 げ乃 さんの よ うに温泉旅行 に出か

けた り,家 でゆっ くりした りす る等.,仕 事のペース ダ

ウンを 自分 の休養 時期 と捉 えた 人 も多 かったで あろ

う。 またそれ まで の活躍 に よる充分 な金銭的蓄えが,

こ うしたゆ とりある生活 を可能 に した。

h,厚 子 さんの ようにまだ引退年齢で なか った助

産婦 は,助 産所継 続 に精 を出 して後継 者 を育て る よ

り,病 院勤務 に流 れていった。厚子 さんはた また ま診

療所勤務 を始 めたが,扶 養すべ き家族が多 くいた人な

ら安定 的収 入 を求め て早 くに給与所得者 になることを

望 んだであろ う。 また当時医師が 「お産の経験 のある

人 を世話 して。」 と言 ってい たこ とか ら,病 院 や診a

所 で も出産 を取 り扱い始め た頃 には熟練助産婦 を必要

としてお り,病 院 ・診療所 と助産婦の思惑が見事 に・・

致 した。 こうして,昭 和46(1971)年 頃 か ら始 まった

第二次ベ ビーブームで は,助 産婦が病院や診療所へ と

場所 を変 えて活躍 した。

3>第 二次ベ ビーブーム以降

昭和55(1980)年 に は出生 の95.7%が 病 院 ・診療

所,4.3%が 助 産所 ・自宅 ・その他で行 われ るよ うに

な り4〕,宮 村助 産所閉所の昭和53(1978)年 頃 にはほ

とん どの出産が病 院 ・診療所で行われていた。全国平

均 と比べ る と宮村助産所の閉所時期 は遅いが,周 りの

助 産所 を見 で1真重 に決心 され たのか,利 用者がいな く

な って もい ざ閉所 となる と複雑 な思いでお られたのか

もしれない。

助 産所 閉所後,厚 子 さんは診療所で働 き始めたが,

58歳 頃 か らの再 出発で戸惑いがあ った ものの,出 産の

エキスパー トとしてその基本的知識 と技術を活か して

妊産褥婦 を支援 し続けた。そ して,地 域での開業経験

がな くても病院や診療所で出産介助がで きる助産婦が

増 えた頃に退職 された。この ように元開業助産婦は,

出産の医療化 ・施設化 を陰で支えていたことが分か

る。

志げ乃 さんの死後,厚 子 さんは助産所関連物品を全

て処分されたが,自 身の偉業を認識 して後輩助産婦に

知識や技を残すということは一切な く,「立つ鳥あと

を濁 さず」 という潔 さで助産所 との縁を断ち切られた

感 じである。「親のこと見てたら助産婦だけはしとう

ない。」 という若い女性の言葉からも分かるように,

厚子 さんがかつて志げ乃 さんの姿を見て産婆になろう

と思 った頃とは,社 会における助産婦の認識や女性を

取 り囲む状況が大 きく変わってしまった。

4)現 代への示唆

20世 紀 には我が国の社会が劇変 し少子化 も進んだ

が,今 も子産み子育ては続いてお り,助 産師は必要と

されている。現代の助産師が厚子 さんらと同 じ環境で

助産業務 を行える訳ではないが,厚 子さんや類似研究

による先輩助産婦の語 り6…9)他は,時 代を越 えて後輩

助産師にいくつかの示唆を与えている。

それは,助 産業務の中核 としての出産ケアを充実さ

せ ることの必要性,妊 産褥婦を取 り囲む家族や地域社

会へ も目を向けてケアを提供することの重要性,産 科

医師をはじめとする医療従事者 と良好な関係の巾で協

力し合 うことの重要性,ケ アの提供に当た り物品やシ

ステム等の工夫 をすることの必要性,と 言うようなご

く当た り前のことであると思われる。

また開業助産婦の衰退に注 目した場合,助 産婦は社

会の変化や政策に翻弄 されつつ変遷 したが,実 際に政

策決定に与える影響が少 なかった と思われる12:}。厚

子 さんが活躍 された時代 と違いインターネット等の通

信手段が発達 し,全 国的な動向や情報の入手が容易に

なった現代,各 助産師は自分たちを取 り巻 く事象に注

目し,自 らの手で助産師の将来を方向付けて行けるよ

う努める必要があると考 えられた。そして,助 産診

断 ・技術のエビデンスを追究 し,後 進をしっか りと育

成することも重要な課題であると再認識された。

ま と め

少子化に歯止めがかからない昨今では,産 科医師不

足 に伴 う産科閉鎖 と周産期病院の集約化等の影響で

「お産難民」の問題が浮上 しており,医 師以外の合法

的出産介助者で周産期ケアを専門 とする助産師が再注

目されている。 これと同時に臨床 ・教育現場で も様々

な変革が起 こってお り,京 都大学 においても平成19

(2〔〕〔}7)年3月 に医療技術短期大学部助産学専攻科で

の助産師養成に終止符を打ち,看 護学士4年 間の選択
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課程での助産教育 を開始 し,ま さに変革の途巾にあ

る。 このような中,助 産師には,今 回得られたような

示唆を踏まえて,各 自が置かれている立場で社会の

ニーズに応えるべ く研鐙することが期待されている。

また,出 産の医療化 ・施設化以前に活躍された助産

婦の諸先輩はかなり高齢 となられ,貴 重な体験をうか

がう機会は今後ますます減少 していくと思われるた

め,こ うした先輩方に問 うて学ぶ機会を大切にしなけ

ればならない。
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